


い人もいるので、ボランティア活動も、被災者の

ニーズに合った個別のきめ細かな対応が求められ

ているといった意見がありました。 

また、台風 12 号などの被害にあった紀和町に

ボランティアに行った学生からは、避難勧告が出

たらすぐ逃げるよう、子どもたちだけでなく、大

人に対する教育も必要であるという意見が出され

ました。 

 

（災害時に看護学生としてできること） 

 日頃、看護という専門分野を学び、患者さんの

立場に立つということを学んでいるということか

ら、ボランティア活動を通じても、被災者の立場

に立って、寄り添うという姿勢が大切なのではな

いかということを感じている意見が多くの学生か

ら出されました。 

 実際に災害が起こった場合には、専門的な医療

スタッフとしては、まだまだ未熟であっても、血

圧を測ったりなど、日頃実習などで行っている行

為などを避難所で行いながら、不安を取り除ける

よう、看護の技術を生かして住民の心の声に耳を

傾けるということができるのではないかという意

見が出されました。 

 また、日頃献血活動のボランティアをしている

学生からは、今回の東日本大震災の直後も急激に

献血者数が増加したが、実は献血していただいた

血液は、短いものだと 4 日程度しか保たない場合

もあり、また、一度献血すると、献血者の健康を

守るために、数ヶ月間期間をあける必要があるこ

となどが紹介され、安定した献血体制が重要であ

るという意見が出されました。三重県では、献血

を県として推進していく組織がないため、県単位

で協力を呼びかける組織が必要との意見も出され

ました。 

知事からは、献血の呼びかけは、他の団体など

も取り組んでいるが、それぞれがバラバラに行っ

ているため、これらをつなげて一緒にやっていく

ことで、もっと効果をあげる活動につながるので

はないかということと、推進組織については、関

係部局とも協議して考えていきたいという話があ

りました。 

 

知事から大学生の皆さんへのメッセージ 

 最後に、知事から大学生の皆さんへお礼ととも

に、今後の活躍に期待し、次のようなメッセージ

が送られました。 

・実際にボランティアに行ったから、日頃からい

ろいろな活動を行っているからこその意見が今

日は聞けたので、是非今後の県の施策に生かし

ていきたい。 

・災害時には、まずは、自分の命、自分の周

りの大切な人の命が守れるよう、心がけて

ほしい。その上で、今日たくさんいただい

た看護学生としてできることを実践してい

ただきたいし、引き続き、被災地への支援

にもご協力いただきたい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


